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アジア地域 世帯可処分所得５，０００＄以上の人口規模 １９９０年 ２０１０年、２０２０年比較 

１９９０年 ２０１０年 ２０２０年 

１．７億人 

９．４億人 

１８．０億人 

（出所）NIRA（総合研究開発機構）研究報告書 2009年10月 
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アジア主要地域消費市場2015年 

世帯可処
分所得 

低所得層 
年間5千

＄以下
（人） 
 

年間5千
～1万5千

＄以下
（人） 
ﾛｰﾜｰﾐﾄﾞﾙ 

年間1万5
千～3万5

千＄以下
（人） 

ｱｯﾊﾟｰミド
ル 

年間3万5

千＄超
（人） 
 
富裕層 

日本
（2010） 

839万
（100万円
未満） 

1,615万
（200万円
未満） 

3,457万
（400万円
未満） 

6,812万
（400万円
超） 

マレーシア
(2015) 

108万 501万 1,020万 1,444万 

タイ(同上) 1,562万 3,051万 1,636万 427万 

ベトナム
(同上) 

5,201万 3,262万 471万 127万 

フィリピン 
(同上) 

4,353万 4,527万 1,132万 278万 

インドネシ
ア(同上) 

6,569万 1億 
3,821万 

3,345万 684万 

（出所）ユーロモニター2010年 2010厚生労働省データ 

  

ﾛｰﾜｰﾐﾄﾞﾙ層多い 

ﾛｰﾜｰﾐﾄﾞﾙ層多い 

ﾛｰﾜｰﾐﾄﾞﾙ層多い 

ｱｯﾊﾟｰﾐﾄﾞﾙ層多い 

ｱｯﾊﾟｰﾐﾄﾞﾙ層多い 

  人口 

1億3千万 

2,791万 

6,814万 

8,903万 

9,362万 

2億3千万 



アジア主要地域消費市場2020年 

世帯可処
分所得 

低所得層 
年間5千

＄以下
（人） 
 

年間5千
～1万5千

＄以下
（人） 
ﾛｰﾜｰﾐﾄﾞﾙ 

年間1万5
千～3万5

千＄以下
（人） 

ｱｯﾊﾟｰミド
ル 

年間3万5

千＄超
（人） 
 
富裕層 

マレーシア
(2020) 

59万 298万 792万 2,125万 

タイ(同上) 1,122万 2,801万 2,149万 728万 

ベトナム
(同上) 

3,544万 4,343万 1,241万 273万 

フィリピン 
(同上) 

3,915万 5,239万 1,649万 415万 

インドネシ
ア(同上) 

3,686万 1億 
3,397万 

6,864万 1,474万 

（出所）ユーロモニター2010年 2010厚生労働省データ 

  

ﾛｰﾜｰﾐﾄﾞﾙ層増加 

ﾛｰﾜｰﾐﾄﾞﾙ層増加 

富裕層2千万人超 

ｱｯﾊﾟｰﾐﾄﾞﾙ層増加 

ｱｯﾊﾟｰﾐﾄﾞﾙ層増加 

  人口 

2,791万 

6,814万 

8,903万 

9,362万 

2億3千万 
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Association of South‐East Asian Nationsは、東南アジア10ヶ国の経済・社会・政治・安全保障・
文化の地域協力機構。略称はASEAN（アセアン）。本部はインドネシアのジャカルタに所在。 
域内の人口は約5億8000万人 

注目される東南アジア諸国連合 

２０１５年ASEAN経済共同体（ＡＥＣ）実現 域内関税撤廃目指す 

１９８０年代後半より、外国投資受け入れ、外資系企業主導の輸出の経済成長 
統合の深化により、外国からの投資を惹きつける 

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/5/5e/Association_of_Southeast_Asian_Nations_(orthographic_projection).svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%8D%E3%82%B7%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%A4%E7%8E%8B%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%AA%E3%83%94%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%AB%E3%83%8D%E3%82%A4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%88%E3%83%8A%E3%83%A0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%9E%E3%83%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%82%AA%E3%82%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%B3%E3%83%9C%E3%82%B8%E3%82%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Indonesia.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Singapore.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Thailand.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_the_Philippines.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Malaysia.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Brunei.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Vietnam.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Myanmar.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Laos.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Cambodia.svg


ＡＥＣ ＥＣ 

関税撤廃 

非関税障壁撤廃 

共通域外関税 

ｻｰﾋﾞｽ貿易自由化 

規格相互承認 

貿易円滑化 

投資自由化 

人の移動 

知的所有権保護 

政府調達開放 

競争政策 

域内協力 

共通通貨 

ASEAN経済共同体（ＡＥＣ）の特徴、ＥＣとの比較 

域外諸国への関税 

外資への出資比率 

熟練労働者に限定 

開放されず 

共通の政策 

実現 

不十分 

未対象 



アジア主要地域高齢化率、出生率 

平均寿命 
全体（歳） 

６０歳以上 
割合（％） 

合計特殊 
出生率（人） 

日本 ８３ ３０ １．４ 

中国 ７４ １２ １．６ 

タイ ７０ １３ １．６ 

シンガポール ８２ １４ １．３ 

ベトナム ７２ ８ １．８ 

カンボジア ６１ ６ ２．６ 

ラオス ６３ ６ ２．７ 

ミャンマー ６４ ８ ２．０ 

＊合計特殊出生率（人）： 
1人の女性が一生に生む子供の平均数 

（出所）World Health Statistics 2012WHO 

 統計 



アジア主要地域人口構成 

人口（人） ２０歳未満 
割合（％） 

６５歳以上 
割合（％） 

人口 
増加率 

日本 1億3千万 18.0 30.4 0.02 

タイ 6,814万 29.4 7.7 0.7 

中国 13億5千万 27.7 8.2 0.6 

マレーシア 2,791万 38.6 4.9 1.7 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 2億3千万 35.5 6.1 1.2 

ベトナム 8,903万 35.2 6.3 1.2 

フィリピン 9,362万 43.9 4.3 1.8 

インド 12億1千万 40.8 4.9 1.4 

＊人口ボーナス： 
生産年齢人口が多い状態、高度経済成長が可能 

（出所）国連 2005年、2010年推計値   
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アジア主要地域法人税率（地方税含）、所得税率、付加価値税率 

法定実行税
率（％） 

所得税率 
（％） 

付加価値 
税率（％） 

日本 ３８．０１ ５～３７ ５ 

中国 ２５．０ ５～４５ １７ 

韓国 ２４．２ ８～３５ １０ 

台湾 １７．０ ６～４０ ５ 

フィリピン ３０．０ ５～３２ １２ 

タイ ３２．４４ ０～３７ ７ 

シンガポール １７．０ ４～２１ ７ 

ベトナム ２５．０ ０～４０ ０～１０ 

インドネシア ２５．０ ５～３５ １０ 

マレーシア ０～２８ ５～２０ 

ラオス １０ 

ミャンマー ５ 

インド ３２．４４ ０～３０ １２．５ 

＊法定実行税率：法人税＋住民税＋事業税 
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